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品質保証部

山本宏樹
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安全と安心の回復

安全：科学的に検証できる＝｢もの｣の世界

安心：消費者の安心感・信頼感＝心理的な問題

質の異なるの問題

安全性の確保

安心の確立

科学的事実を基盤とする信頼性の回復
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・食品に関する事件 ・事故が多発し、企業の安全管理について
消費者の信頼性が大きく低下している。

・食品流通が国際化しているが、輸入食品の品質レベルは
国際間の差が縮小していない。基準の整合性も問題がある。

・安全衛生に関する行政の姿勢が基本的に変化している。
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食品企業にとって厳しい時代食品企業にとって厳しい時代

・商品 /サービスの品質に対する意識変革が不充分である。
・苦情・事故などの増加にまだ充分歯止めが効いていない。

品質保証の企業戦略化品質保証の企業戦略化戦略化
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内部環境

・食品に関する事件 ・事故が多発し、企業の安全管理について
消費者の信頼性が大きく低下している。

・食品流通が国際化しているが、輸入食品の品質レベルは
国際間の差が縮小していない。基準の整合性も問題がある。

・安全衛生に関する行政の姿勢が基本的に変化している。
　　

・食品に関する事件・事故が多発し、企業の安全管理について
消費者の信頼性が大きく低下している。

・食品流通が国際化しているが、輸入食品の品質レベルは
国際間の差が縮小していない。基準の整合性も問題がある。

・安全衛生に関する行政の姿勢が基本的に変化している。
　　

食品企業にとって厳しい時代食品企業にとって厳しい時代

・商品 /サービスの品質に対する意識変革が不充分である。
・苦情・事故などの増加にまだ充分歯止めが効いていない。

品質保証の企業戦略化品質保証の企業戦略化戦略化

外部環境

内部環境

3

食品企業を取り巻く環境変化
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食品の安全性と品質に影響を及ぼす要因
 

    要 素                個 別 の 因 子  

                        ① 光 線  
 １   自 然 環 境 要 素        ② 温 度        食 品 が 本 質 的 に も つ べ き 栄 養 価 、 香 味 な ど  
                        ③ 湿 度        の 特 性 が 化 学 的 、 物 理 的 に 低 下 ・ 変 質  
                        ④ 酸 素  
                       「 外 因 性 ： か な り 普 遍 的 」  
                        ① 病 原 微 生 物 ― ― 経 口 伝 染 病 菌 、 食 中 毒 菌 、 植 物 病 原 菌  
                                         ウ ィ ル ス 、 マ イ コ ト キ シ ン 等  
                        ② 腐 敗 微 生 物 ― ― 細 菌 、 酵 母 、 カ ビ 等  
 ２   生 物 学 的 要 素        ③ 寄 生 虫 ― ― ― ― 魚 介 類 、 動 物 （ 特 に 野 生 動 物 ）  
                        ④ 自 然 毒 ― ― ― ― 毒 キ ノ コ 、 毒 草 等 植 物 毒 、 フ グ 、 シ ガ テ ラ 等   
                                        毒 魚 、 麻 痺 性 貝 毒 、 下 痢 性 貝 毒  
                       「 内 因 性 ： 特 異 的 体 質 が 関 係 」  
                        ⑤ 食 品 由 来 ア レ ル ギ ー 反 応 ― ― ア レ ル ゲ ン 物 質  

① 合 成 化 学 物 質 等 ― ― 残 留 農 薬 、 残 留 抗 生 物 質 ・ 合 成 抗 菌 物 質  
 ３   食 品 生 産 要 素        ② 加 工 処 理 反 応 生 成 物 ― ― 過 酸 化 脂 質 、 褐 変 物 質 等  
                           （ 食 品 自 体 の 生 産 ・ 貯 蔵 な ど に 伴 う 副 次 生 成 物 ）  
                        ③ 異 物 ・ 夾 雑 物                       

① 水 質 汚 濁 ― ― 重 金 属 そ の 他 化 学 物 質 等  
４   鉱 工 業 生 産 要 素    ② 大 気 汚 染 ― ― 放 射 性 物 質 、 そ の 他 化 学 物 質 等  

③ 土 壌 汚 染 ― ― 重 金 属 そ の 他 化 学 物 質  
                           （ 直 接 食 品 生 産 と は 関 係 な い 生 産 活 動 の 副 次 生 成 物 ）  
 ５   社 会 生 活 要 素        ① 自 動 車 排 ガ ス 、 生 活 廃 棄 物  
 ６   事 故                ① 有 害 物 質 不 正 使 用 （ 不 許 可 添 加 物 ）、 そ の 他  
 

5

　①生産工場の品質管理強化

　②海外で生産される原材料、加工食品の

　　　安全性確保

　③生産工場責任クレームの削減

　④トレーサビリティーシステムの構築と運用

　⑤法律等に準拠した適切な表示の実施

　　　および情報の公開・管理
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2)定期監査

既存工場に対し、食品衛生法等の法律および当社の品質管理規定の遵守状
況を管理・運営面、施設・衛生管理面から監査し、全体的な品質レベルの向上、
品質保証体制の確立を行う。
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1)事前評価

国内および海外での新規の取引開始、生産工場のライン増設・改造などでリ
スクが存在すると判断される場合、食品の品質・衛生確保の観点からに評価
を行い、安全で高品質な商品を提供できる体制を整える。
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3)クレーム削減対策

定期的なクレーム集計・分析を行い、クレーム発生状況に応じて工場に対し
適切な監査・指導を行い、クレームの再発防止、事故・クレームの削減に努め
る。
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